
新着・お薦め図書

閉館日・閉室日
泗水図書館　　　　月曜日・月末・祝日
中央公民館図書室　火曜日・第１日曜日・祝日
七城公民館図書室　日曜日・祝日
旭志公民館図書室　日曜日・祝日

菊池市図書館ホームページ　http://www.kikuchi-lib.jp/

司書のつぶやき
寒い日が続きますね。あたたか
い図書館で、ゆったりと読書を
たのしみませんか？　　メロン

耳より情報

泗水図書館
　大原御幸
　サラバ！
　べんけい飛脚
　肉小説集
　「知」の読書術
　私、農家になりました。
　おしゃれ教室
　ムーン・ジャンパー
中央公民館図書室
　美味しい梅干し・梅酒の作り方と梅料理
　絵解きで調べる田んぼの生きもの
　奇跡のおやじ・デジタル入門
　鼻に挟み撃ち
　乗合船
　おばけのうらみはらします
　ねことさかなでねこざかな
七城公民館図書室
　億男
　オペラ座のお仕事
　トラさん、あばれる
　パンのミミたろう
旭志公民館図書室
　アイネクライネナハトムジーク
　貴様いつまで女子でいるつもりだ問題
　おたすけこびととあかいボタン
　おかあさんのパンツ
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　世界に１つしかない桜の形をした絵本を作ってみませんか？
テーマ　「ありがとう、だいすき」
と　き　３月８日㈰・15日㈰　午前10時～正午
ところ　市内図書館（室）
申込期間　１月５日㈪～１月24日㈯
定　員　図書館（室）ごとに５人　※参加者多数の場合抽選します。
申込方法　参加用紙に必要事項を記入し、参加したい図書館（室）
にお申し込みください。
※小学３年生以下は保護者同伴で参加してください。
※作品は１カ月間、図書館（室）に展示します。

泗水図書館　　　  ☎ 0968（38）6866
中央公民館図書室　☎ 0968（25）1672
七城公民館図書室　☎ 0968（25）1580
旭志公民館図書室　☎ 0968（37）3111　
                           　 内線 303

第5回読書感想画・ブックレターコンクール
ブックレター中学３年生の部

　この本を読んで思ったこと
は、まず最初に絵がかわいいな
と思いました。この本は「幸
せ」についての本だと思いま
す。自分の背中に羽が生え始め
て翼になったときに、「幸せっ

てどういうことだろう」と考えさせられました。自分に
とっての幸せとは何かを考えてみると正直言って分かり
ません。でも心が落ちついたときに「これが幸せなのか
な」と思います。その瞬間を大切にしていきたいです。
　印象に残ってる場面の一つは、翼が生えて主人公の生
活が不便になって、翼が勝手に飛ばないように頑張った
り、翼を取ってもまた生えてきたりするところです。二
つ目は絵についてですが、翼が生えたとき用の洋服がカ
ラフルで見ていて楽しいところです。その他、細かいと
ころまで見ると違う本の主人公が出ていて仕掛けが面白
い絵本だと思います。
　この本は、絵もあるけど内容もしっかりしている本で
す。なぜ絵があった方がいいかと言うと、想像しやすい
からです。絵がかわいくて楽しめると思います。

桜の里菊池

休館する期間　１月26日㈪～２月４日㈬までの10日間
　休館中は、本の貸出・返却・検索、調べもの、相談業務にはお答
えできません。皆さんのご協力をよろしくお願いします。

蔵書点検のため全ての図書館（室）を休館します

旭志中学校３年
田
た
崎
さき
　優
ゆう
さん

金賞
幸せの翼

ジミー　作・絵
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